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『
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
』
と
は
、
伊
豆
の
国
市

の
一
般
廃
棄
物
の
減
量
・
資

源
化
や
適
正
処
理
に
関
す
る

施
策
を
、
総
合
的
・
計
画
的

に
進
め
て
い
く
た
め
の
基
本

的
な
方
針
を
定
め
た
計
画
で

す
。
主
な
内
容
は
、
ご
み
処

理
の
た
め
の
①
『
ご
み
処
理

基
本
計
画
』と
、
生
活
排
水

処
理
の
た
め
の
②
『
生
活
排

水
処
理
基
本
計
画
』
の
二
つ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
は
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
の
十
五
年
間
で
、

平
成
三
十
三
年
度
を
計
画
目

標
年
度
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
約
五
年
ご

と
、
そ
の
時
の
実
状
に
照
ら

し
て
改
訂
し
て
い
き
ま
す
が
、

計
画
策
定
の
前
提
と
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
に
大
き
な
変

動
が
あ
っ
た
と
き
も
、
そ
の

つ
ど
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

今
後
、
伊
豆
の
国
市
は
、

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
一
般
廃

棄
物
の
減
量
・
資
源
化
や
施

設
整
備
な
ど
を
具
体
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

ごみ処理手数料の見直し、環
境教育強化・イベントの開催
等の普及啓発、集団回収・生
ごみ処理機器購入等への助
成、レジ袋・マイバック運動
についての調査・研究、事業
者への減量・資源化指導

収集運搬体制の見直
し、収集車両の低公害
化の促進（環境負荷低
減手法の調査・研究）、
高齢者に配慮した収
集・運搬の促進（高齢者
対策の調査・研究）

減量化・資源化 収集運搬

既存施設の適正な維持管
理、新ごみ処理施設（熱回
収を行う焼却施設）整備、
生ごみの堆肥化施設の整
備、破砕・資源化処理の更
新の検討、既存最終処分
場の適正な維持管理徹底

中間処理・最終処分

再生利用品の需要拡大
（啓発活動の強化）、不法
投棄の監視体制強化、災
害時の廃棄物処理におけ
る各自治体の連携強化、
市民・事業者・市の３者
協働関係の強化

その他

水質浄化の

啓発活動

下水道整備・

合併処理浄

化槽の推進

大仁し尿処

理場の廃止
長岡・韮山

し尿処理場

の改善・補修

収集量に見合った体制への効率化・円滑化
施設への搬入量の変動を抑える計画的な収集収収収収集集集集運運運運搬搬搬搬

計画収集区域から発生する汲み取りし尿・浄化槽汚泥
の、将来的な比率変動に対応できる運転条件の検討

中中間間処処理理

焼却処理を適正に行い、処分物を無害化・
安定化をした上で最終処分

最最最最終終終終処処処処分分分分

水処理後に発生する汚泥を資源化し有効利用 資資資資 源源源源 化化化化

下水道供用開
始区域の住宅
に対し接続を
誘導

排出抑制

具体的な取り組み

し尿や浄化槽
汚泥の迅速・
衛生的な収集
運搬

収集運搬

単独浄化槽・汲み取りト
イレ→合併浄化槽への転
換のための補助金交付、
大仁し尿処理場廃止（平
成２２年度以降）、将来的
には長岡・韮山し尿処理
場で処理

中間処理

し尿処理工程から排出
された汚泥等の資源

化、しø�
�‡

の焼却処理・
処理汚泥の資源化によ
る最終処分量の削減

資源化・最終処分

浄化槽の適正な維持管理
の徹底、災害時における
適切な生活排水処理（計
画を策定）、広報紙等によ
る住民への広報・啓発活
動、関係機関と調整し諸
計画と整合

その他

計画期間：平成１９年度から平成３３年度（１５年間）

問合せ　クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５

こ
の
計
画
は
３
Ｒ

ス
リ
ー
ア
ー
ルの
考
え
方

に
基
づ
い
て
い
る
ん
だ
ね
。

み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て

目
標
達
成
し
よ
う
！

生
活
排
水
は
川
や
海
に

つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
。

汚
泥
を
資
源
化
し
た
ら

堆
肥
が
作
れ
る
ん
だ
ね
。
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